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学位論文内容の要旨
Abstract of the dissertation 

博士の専攻分野の名称：博士（獣医学） 氏名：紺 野 紘

学位論文題名

Studies of dog leukocyte antigens genotyping based on canine visceral leishmaniasis 

（イヌ内臓リーシュマニア症を起点とした

イヌ主要組織適合性複合体遺伝子多型に関する研究 )

人獣共通感 染 症 と し て 知 ら れる 内 臓 リ ー シ ュ マ ニ ア 症(visceral

leishmaniasis , VL)は、主要な病原体であるLeishmaniainfantumとL. donovani 

によって引き起こされる。 特に L. donovani によるイヌ内臓リー シュマニア症

(canine VL, CVL)の感染報告は限られており、その感染経路の全体像は未解明で

ある。他の感染症と同様に、CVLの感染リスクには地理的要因だけでなく、 宿主側

の遺伝的要因も関与している。 そのため、 宿主の免疫応答に影響を与える遺伝的素

因を知ることは、 CVL の感染感受性や病態進行のメカニズムを理解する上で不可

欠である。 しかし、 VL 感染の感受性差に影響を及ぼす重要なリスクファクター で

ある抗原提示に関わる主要組織適合性複合体（major histocompatibility complex, 

MHC)分子の遺伝子多型に関する研究は、イヌではこれまで一部の遺伝子や抗原提

示に関わる領域のみに限られていた。 そのため、 イヌのMHC多型情報を正確かつ

幅広く得ることが急務である。

第一章では、 ビー グル犬を用いてL. donovaniによる実験的なCVLモデル

を構築した。 L. donovaniプロマスティゴートを静脈内接種することで感染後8か

月の観察期間中、 一般状態、 血液学的検査、 血液化学的検査、 及び リンパ球サブセ

ット解析では、顕著な変化は認められなかった。 しかし、リアルタイムpolymerase

chain reaction (PCR) 解析を実施したところ、 末梢血および肝臓からキネトプラ

ストDNAが持続的に検出された。 さらに、肝生検組織の免疫組織化学的解析によ

り寄生虫抗原が検出され、肝臓内の寄生虫の存在を支持する結果であった。 本実験

モデルにより、L. donovaniはイヌヘ感染することが実験的に示され、 イヌがCVL

の潜在的な保虫宿主となり得る可能性が示された。




